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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ レ ー ム と 、 前 記 フ レ ー ム に 固 定 さ れ る 磁 気 回 路 シ ス テ ム と 、 前 記 フ レ ー ム の 前 記 磁 気  
回 路 シ ス テ ム か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ る 第 １ 振 動 シ ス テ ム と 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム の 前  
記 フ レ ー ム か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ る 第 ２ 振 動 シ ス テ ム と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ  
ム は 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム と 同 軸 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ ム は 、 第 １ 振 動 板 と 、  
前 記 第 １ 振 動 板 を 振 動 さ せ て 音 を 発 生 さ せ る よ う に 駆 動 す る 第 １ ボ イ ス コ イ ル と 、 を 含 み  
、 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム は 、 第 ２ 振 動 板 と 、 前 記 第 ２ 振 動 板 を 振 動 さ せ て 音 を 発 生 さ せ る  
よ う に 駆 動 す る 第 ２ ボ イ ス コ イ ル と 、 を 含 み 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 透 磁 板 と 、 前 記  
透 磁 板 の 前 記 第 １ 振 動 板 に 近 い 側 に 固 定 さ れ る 第 １ 磁 石 鋼 と 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 を 取 り 囲 ん  
で か つ 前 記 第 １ 磁 石 鋼 と 間 隔 を あ け て 設 置 さ れ る こ と で 第 １ 磁 気 ギ ャ ッ プ を 形 成 す る 第 ２  
磁 石 鋼 と 、 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 を 取 り 囲 ん で か つ 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 と 間 隔 を あ け て 設 置 さ れ る 第  
３ 磁 石 鋼 と 、 前 記 透 磁 板 の 前 記 第 ２ 振 動 板 に 近 い 側 に 固 定 さ れ る 第 ４ 磁 石 鋼 と 、 を 含 み 、  
前 記 第 ４ 磁 石 鋼 、 透 磁 板 、 第 ２ 磁 石 鋼 が 順 次 積 層 し て 設 け ら れ る こ と で 、 前 記 第 ３ 磁 石 鋼  
と の 間 に は 第 ２ 磁 気 ギ ャ ッ プ が 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル の 少 な く と も 一 部 は 、 前  
記 第 １ 磁 気 ギ ャ ッ プ 内 に 挿 設 さ れ 、 前 記 第 ２ ボ イ ス コ イ ル の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 ２  
磁 気 ギ ャ ッ プ 内 に 挿 設 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 同 軸 ス ピ ー カ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 磁 石 鋼 、 第 ２ 磁 石 鋼 、 第 ３ 磁 石 鋼 、 第 ４ 磁 石 鋼 は い ず れ も 前 記 同 軸 ス ピ ー カ ー  

請求項の数　10　（全12頁）
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の 振 動 方 向 に 沿 っ て 着 磁 さ れ 、 か つ 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 、 第 ３ 磁 石 鋼 、 第 ４ 磁 石 鋼 の 着 磁 方  
向 は 同 じ で あ り 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 と 第 ２ 磁 石 鋼 と の 着 磁 方 向 は 逆 で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 同 軸 ス ピ ー カ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 と 前 記 第 ３ 磁 石 鋼 を 搭 載 す る 磁 気 ボ ウ ル と 、  
前 記 第 １ 磁 石 鋼 の 下 方 に 積 層 し て 設 け ら れ る 第 １ 磁 極 芯 と 、 前 記 第 ３ 磁 石 鋼 の 上 方 に 積 層  
し て 設 け ら れ る 第 ２ 磁 極 芯 と 、 を 含 み 、 前 記 磁 気 ボ ウ ル は 前 記 フ レ ー ム の 前 記 第 １ 振 動 板  
か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 同 軸 ス ピ ー カ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 同 軸 ス ピ ー カ ー は 、 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル に 電 力 を 供 給 す る 第 １ 回 路 基 板 を 含 み 、  
前 記 第 １ 回 路 基 板 は 、 前 記 第 １ 振 動 板 と 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル と の 間 に 挟 持 さ れ た 第 １ 固  
定 部 と 、 前 記 第 １ 振 動 板 と 前 記 フ レ ー ム と の 間 に 挟 持 さ れ た 第 ２ 固 定 部 と 、 前 記 第 １ 固 定  
部 と 前 記 第 ２ 固 定 部 と を 接 続 す る 弾 性 的 な 第 １ 接 続 部 と 、 前 記 第 ２ 固 定 部 か ら 前 記 第 ２ 磁  
極 芯 ま で 折 り 曲 が っ て 延 び る 溶 接 部 と 、 を 含 む 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 同 軸 ス ピ ー カ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 固 定 部 は ２ つ が あ り 、 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル の 両 側 に そ れ ぞ れ １ つ ず つ 前 記 第  
１ 固 定 部 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 回 路 基 板 は ２ つ の 前 記 第 １ 固 定 部 を 接 続 す る 第 ２ 接 続 部 を  
さ ら に 含 む 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 同 軸 ス ピ ー カ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 振 動 板 は 、 第 １ ド ー ム と 、 前 記 第 １ ド ー ム を 取 り 囲 む 第 １ サ ラ ウ ン ド と 、 を 含  
み 、 前 記 第 １ サ ラ ウ ン ド は 前 記 第 １ 回 路 基 板 の 第 ２ 固 定 部 に 接 続 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 同 軸 ス ピ ー カ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 磁 気 ボ ウ ル と 前 記 第 ３ 磁 石 鋼 の 前 記 溶 接 部 に 対 応 す る 箇 所 に は 、 前 記 溶 接 部 を 回 避  
す る 回 避 部 が 設 け ら れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 同 軸 ス ピ ー カ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 同 軸 ス ピ ー カ ー は 、 支 持 フ レ ー ム を さ ら に 含 み 、 前 記 第 ２ 振 動 板 は 、 第 ２ ド ー ム と  
、 前 記 第 ２ ド ー ム を 取 り 囲 む 第 ２ サ ラ ウ ン ド と 、 前 記 第 ２ サ ラ ウ ン ド を 取 り 囲 ん で か つ 前  
記 第 ２ サ ラ ウ ン ド と 間 隔 を あ け て 設 置 さ れ る 第 ３ サ ラ ウ ン ド と 、 前 記 第 ２ サ ラ ウ ン ド と 前  
記 第 ３ サ ラ ウ ン ド と の 間 に 設 け ら れ る 第 ３ ド ー ム と 、 を 含 み 、 前 記 第 ２ ド ー ム は 前 記 第 ４  
磁 石 鋼 に 貼 り 合 わ せ て 固 定 さ れ 、 前 記 第 ３ サ ラ ウ ン ド は 前 記 支 持 フ レ ー ム に 貼 り 合 わ せ て  
固 定 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 同 軸 ス ピ ー カ ー 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム は 、 前 記 第 ２ 振 動 板 に 接 続 さ れ る ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン を さ ら に 含  
み 、 前 記 同 軸 ス ピ ー カ ー は 、 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム を 弾 性 的 に 支 持 す る 弾 性 ア セ ン ブ リ を  
さ ら に 含 み 、 前 記 ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン は 、 前 記 第 ３ ド ー ム と 貼 り 合 わ せ る ボ ビ ン 平 板 部 と  
、 前 記 ボ ビ ン 平 板 部 の 一 端 か ら 前 記 第 ２ ボ イ ス コ イ ル へ 折 り 曲 が っ て 延 び 、 か つ 前 記 第 ２  
ボ イ ス コ イ ル に 接 続 さ れ る 第 １ 延 出 部 と 、 前 記 ボ ビ ン 平 板 部 の 他 端 か ら 前 記 弾 性 ア セ ン ブ  
リ へ 折 り 曲 が っ て 延 び 、 か つ 前 記 弾 性 ア セ ン ブ リ に 接 続 さ れ る 第 ２ 延 出 部 と 、 を 含 む 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 同 軸 ス ピ ー カ ー 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 フ レ ー ム に は 、 リ ー ク 通 路 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 リ ー ク 通 路 は 、 外 部 と 、 前 記 第  
１ 振 動 板 と 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム と に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 と を 連 通 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 同 軸 ス ピ ー カ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 気 音 響 変 換 分 野 に 関 し 、 特 に 、 同 軸 ス ピ ー カ ー に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 同 軸 ス ピ ー カ ー と は 、 高 音 ス ピ ー カ ー ユ ニ ッ ト と 低 音 ス ピ ー カ ー ユ ニ ッ ト と が 集 積 化 さ  
れ 、 か つ 高 音 ス ピ ー カ ー ユ ニ ッ ト と 低 音 ス ピ ー カ ー ユ ニ ッ ト と が 同 軸 に 配 置 さ れ た ス ピ ー  
カ ー で あ る 。 同 軸 ス ピ ー カ ー の 高 音 ス ピ ー カ ー ユ ニ ッ ト と 低 音 ス ピ ー カ ー ユ ニ ッ ト の 音 源  
を 同 軸 ス ピ ー カ ー の 正 面 に 位 置 さ せ る こ と が で き 、 す な わ ち ２ つ の ス ピ ー カ ー ユ ニ ッ ト の  
発 音 方 向 が 同 じ で あ り 、 同 軸 ス ピ ー カ ー の 正 面 と 裏 面 に 位 置 さ せ る こ と も で き 、 す な わ ち  
２ つ の ス ピ ー カ ー ユ ニ ッ ト の 発 音 方 向 が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 技 術 で は 、 同 軸 ス ピ ー カ ー の 高 音 ス ピ ー カ ー ユ ニ ッ ト と 低 音 ス ピ ー カ ー ユ ニ ッ ト は  
そ れ ぞ れ 独 立 し た 振 動 シ ス テ ム と 磁 気 回 路 シ ス テ ム を 備 え 、 構 造 が 複 雑 で あ り 、 高 音 ス ピ  
ー カ ー ユ ニ ッ ト と 低 音 ス ピ ー カ ー ユ ニ ッ ト に よ っ て 同 軸 で 構 成 さ れ る 同 軸 ス ピ ー カ ー の 全  
体 的 な 高 さ が 高 く な る た め 、 高 さ が 高 す ぎ て 取 り 付 け が 不 便 に な り 、 製 品 の 適 用 性 を 低 下  
さ せ る 。 ま た 、 分 け ら れ た 高 音 ・ 低 音 磁 気 回 路 も 生 産 コ ス ト を 増 加 し 、 製 品 の 市 場 競 争 力  
を 低 下 さ せ 、 製 品 の 適 用 シ ナ リ オ が 単 一 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 上 記 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め に 、 新 た な 同 軸 ス ピ ー カ ー を 提 供 す る 必 要 が あ  
る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 構 造 が コ ン パ ク ト で あ り 、 高 音 と 低 音 の 音 響 効 果 が 優 れ て お り 、 か つ 受 話 器  
機 能 を 兼 ね 備 え た 同 軸 ス ピ ー カ ー を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に は 、 同 軸 ス ピ ー カ ー が 提 供 さ れ 、 前 記 同 軸 ス ピ  
ー カ ー は 、 フ レ ー ム と 、 前 記 フ レ ー ム に 固 定 さ れ る 磁 気 回 路 シ ス テ ム と 、 前 記 フ レ ー ム の  
前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ る 第 １ 振 動 シ ス テ ム と 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス  
テ ム の 前 記 フ レ ー ム か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ る 第 ２ 振 動 シ ス テ ム と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ 振  
動 シ ス テ ム は 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム と 同 軸 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ ム は 、 第 １ 振  
動 板 と 、 前 記 第 １ 振 動 板 を 振 動 さ せ て 音 を 発 生 さ せ る よ う に 駆 動 す る 第 １ ボ イ ス コ イ ル と  
、 を 含 み 、 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム は 、 第 ２ 振 動 板 と 、 前 記 第 ２ 振 動 板 を 振 動 さ せ て 音 を 発  
生 さ せ る よ う に 駆 動 す る 第 ２ ボ イ ス コ イ ル と 、 を 含 み 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 透 磁 板  
と 、 前 記 透 磁 板 の 前 記 第 １ 振 動 板 に 近 い 側 に 固 定 さ れ る 第 １ 磁 石 鋼 と 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 を  
取 り 囲 ん で か つ 第 １ 磁 石 鋼 と 間 隔 を あ け て 設 置 さ れ る こ と で 第 １ 磁 気 ギ ャ ッ プ を 形 成 す る  
第 ２ 磁 石 鋼 と 、 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 を 取 り 囲 ん で か つ 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 と 間 隔 を あ け て 設 置 さ れ  
る 第 ３ 磁 石 鋼 と 、 前 記 透 磁 板 の 前 記 第 ２ 振 動 板 に 近 い 側 に 固 定 さ れ る 第 ４ 磁 石 鋼 と 、 を 含  
み 、 前 記 第 ４ 磁 石 鋼 、 透 磁 板 、 第 ２ 磁 石 鋼 が 順 次 積 層 し て 設 け ら れ る こ と で 、 前 記 第 ３ 磁  
石 鋼 と の 間 に は 第 ２ 磁 気 ギ ャ ッ プ が 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル の 少 な く と も 一 部 は  
、 前 記 第 １ 磁 気 ギ ャ ッ プ 内 に 挿 設 さ れ 、 前 記 第 ２ ボ イ ス コ イ ル の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記  
第 ２ 磁 気 ギ ャ ッ プ 内 に 挿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 、 第 ２ 磁 石 鋼 、 第 ３ 磁 石 鋼 、 第 ４ 磁 石 鋼 は い ず れ も 前 記 同  
軸 ス ピ ー カ ー の 振 動 方 向 に 沿 っ て 着 磁 さ れ 、 か つ 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 、 第 ３ 磁 石 鋼 、 第 ４ 磁  
石 鋼 の 着 磁 方 向 は 同 じ で あ り 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 と 第 ２ 磁 石 鋼 と の 着 磁 方 向 は 逆 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 と 前 記 第 ３ 磁 石 鋼 を 搭 載 す る 磁  
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気 ボ ウ ル と 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 の 下 方 に 積 層 し て 設 け ら れ る 第 １ 磁 極 芯 と 、 前 記 第 ３ 磁 石 鋼  
の 上 方 に 積 層 し て 設 け ら れ る 第 ２ 磁 極 芯 と 、 を 含 み 、 前 記 磁 気 ボ ウ ル は 前 記 フ レ ー ム の 前  
記 第 １ 振 動 板 か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 同 軸 ス ピ ー カ ー は 、 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル に 電 力 を 供 給 す る 第 １ 回 路  
基 板 を 含 み 、 前 記 第 １ 回 路 基 板 は 、 前 記 第 １ 振 動 板 と 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル と の 間 に 挟 持  
さ れ た 第 １ 固 定 部 と 、 前 記 第 １ 振 動 板 と 前 記 フ レ ー ム と の 間 に 挟 持 さ れ た 第 ２ 固 定 部 と 、  
前 記 第 １ 固 定 部 と 前 記 第 ２ 固 定 部 と を 接 続 す る 弾 性 的 な 第 １ 接 続 部 と 、 前 記 第 ２ 固 定 部 か  
ら 前 記 第 ２ 磁 極 芯 ま で 折 り 曲 が っ て 延 び る 溶 接 部 と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 １ 固 定 部 は ２ つ が あ り 、 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル の 両 側 に そ れ ぞ れ １  
つ ず つ 前 記 第 １ 固 定 部 が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 回 路 基 板 は ２ つ の 前 記 第 １ 固 定 部 を 接 続 す る  
第 ２ 接 続 部 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 １ 振 動 板 は 、 第 １ ド ー ム と 、 前 記 第 １ ド ー ム を 取 り 囲 む 第 １ サ ラ ウ  
ン ド と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ サ ラ ウ ン ド は 前 記 第 １ 回 路 基 板 の 第 ２ 固 定 部 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 磁 気 ボ ウ ル と 前 記 第 ３ 磁 石 鋼 の 前 記 溶 接 部 に 対 応 す る 箇 所 に は 、 前 記  
溶 接 部 を 回 避 す る 回 避 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 同 軸 ス ピ ー カ ー は 、 支 持 フ レ ー ム を さ ら に 含 み 、 前 記 第 ２ 振 動 板 は 、  
第 ２ ド ー ム と 、 前 記 第 ２ ド ー ム を 取 り 囲 む 第 ２ サ ラ ウ ン ド と 、 前 記 第 ２ サ ラ ウ ン ド を 取 り  
囲 ん で か つ 前 記 第 ２ サ ラ ウ ン ド と 間 隔 を あ け て 設 置 さ れ る 第 ３ サ ラ ウ ン ド と 、 前 記 第 ２ サ  
ラ ウ ン ド と 前 記 第 ３ サ ラ ウ ン ド と の 間 に 設 け ら れ る 第 ３ ド ー ム と 、 を 含 み 、 前 記 第 ２ ド ー  
ム は 前 記 第 ４ 磁 石 鋼 に 貼 り 合 わ せ て 固 定 さ れ 、 前 記 第 ３ サ ラ ウ ン ド は 前 記 支 持 フ レ ー ム に  
貼 り 合 わ せ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム は 、 前 記 第 ２ 振 動 板 に 接 続 さ れ る ボ イ ス コ イ ル ボ ビ  
ン を さ ら に 含 み 、 前 記 同 軸 ス ピ ー カ ー は 、 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム を 弾 性 的 に 支 持 す る 弾 性  
ア セ ン ブ リ を さ ら に 含 み 、 前 記 ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン は 、 前 記 第 ３ ド ー ム と 貼 り 合 わ せ る ボ  
ビ ン 平 板 部 と 、 前 記 ボ ビ ン 平 板 部 の 一 端 か ら 前 記 第 ２ ボ イ ス コ イ ル へ 折 り 曲 が っ て 延 び 、  
か つ 前 記 第 ２ ボ イ ス コ イ ル に 接 続 さ れ る 第 １ 延 出 部 と 、 前 記 ボ ビ ン 平 板 部 の 他 端 か ら 前 記  
弾 性 ア セ ン ブ リ へ 折 り 曲 が っ て 延 び 、 か つ 前 記 弾 性 ア セ ン ブ リ に 接 続 さ れ る 第 ２ 延 出 部 と  
、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 フ レ ー ム に は 、 リ ー ク 通 路 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 リ ー ク 通 路 は 、 外  
部 と 、 前 記 第 １ 振 動 板 と 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム と に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 と を 連 通 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 従 来 技 術 と 比 べ て 、 本 発 明 に 係 る 同 軸 ス ピ ー カ ー は 、 フ レ ー ム と 、 前 記 フ レ ー ム に 固 定  
さ れ る 磁 気 回 路 シ ス テ ム と 、 前 記 フ レ ー ム の 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ  
れ る 第 １ 振 動 シ ス テ ム と 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム の 前 記 フ レ ー ム か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ  
る 第 ２ 振 動 シ ス テ ム と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ ム は 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム と 同 軸 に  
設 け ら れ 、 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ ム は 、 第 １ 振 動 板 と 、 前 記 第 １ 振 動 板 を 振 動 さ せ て 音 を 発  
生 さ せ る よ う に 駆 動 す る 第 １ ボ イ ス コ イ ル と 、 を 含 み 、 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム は 、 第 ２ 振  
動 板 と 、 前 記 第 ２ 振 動 板 を 振 動 さ せ て 音 を 発 生 さ せ る よ う に 駆 動 す る 第 ２ ボ イ ス コ イ ル と  
、 を 含 み 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 透 磁 板 と 、 前 記 透 磁 板 の 前 記 第 １ 振 動 板 に 近 い 側 に  
固 定 さ れ る 第 １ 磁 石 鋼 と 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 を 取 り 囲 ん で か つ 第 １ 磁 石 鋼 と 間 隔 を あ け て 設  
置 さ れ る こ と で 第 １ 磁 気 ギ ャ ッ プ を 形 成 す る 第 ２ 磁 石 鋼 と 、 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 を 取 り 囲 ん で  
か つ 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 と 間 隔 を あ け て 設 置 さ れ る 第 ３ 磁 石 鋼 と 、 前 記 透 磁 板 の 前 記 第 ２ 振 動  
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板 に 近 い 側 に 固 定 さ れ る 第 ４ 磁 石 鋼 と 、 を 含 み 、 前 記 第 ４ 磁 石 鋼 、 透 磁 板 、 第 ２ 磁 石 鋼 が  
順 次 積 層 し て 設 け ら れ る こ と で 、 前 記 第 ３ 磁 石 鋼 と の 間 に は 第 ２ 磁 気 ギ ャ ッ プ が 形 成 さ れ  
、 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 １ 磁 気 ギ ャ ッ プ 内 に 挿 設 さ れ 、 前 記  
第 ２ ボ イ ス コ イ ル の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 ２ 磁 気 ギ ャ ッ プ 内 に 挿 設 さ れ て い る 。 本 発  
明 に 係 る 同 軸 ス ピ ー カ ー は 、 そ の 一 端 に 環 状 低 音 振 動 シ ス テ ム を 設 置 す る こ と に よ っ て 、  
低 音 の 音 響 効 果 を 提 供 し 、 他 端 に 高 音 振 動 シ ス テ ム を 設 置 す る こ と に よ っ て 、 高 音 の 音 響  
効 果 を 提 供 し 、 低 音 が 正 面 か ら 発 生 し 、 高 音 が 裏 面 か ら 発 生 し 、 低 音 と 高 音 は 同 軸 全 帯 域  
ス ピ ー カ ー を 形 成 し 、 高 品 質 な 音 響 効 果 を 提 供 し 、 ２ つ の ボ イ ス コ イ ル は 共 通 の 磁 気 回 路  
シ ス テ ム を 使 用 し 、 コ ス ト を さ ら に 削 減 し 、 音 響 学 的 性 能 を 向 上 さ せ 、 か つ 、 同 軸 ス ピ ー  
カ ー 全 体 の 高 さ を 低 く す る 。 本 発 明 に 係 る 同 軸 ス ピ ー カ ー の 高 音 振 動 シ ス テ ム は 受 話 器 と  
し て も 機 能 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 受 話 器 の 音 響 学 的 性 能 を 向 上 さ せ る た め に 、 低 音  
部 分 は 逆 位 相 消 音 デ バ イ ス と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 技 術 案 を よ り 明 確 に 説 明 す る た め に 、 以 下 、 実 施 例 の 説 明 に 必  
要 な 図 面 を 簡 単 に 説 明 し 、 明 ら か に 、 以 下 説 明 さ れ た 図 面 は 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 例  
に 過 ぎ ず 、 当 業 者 で あ れ ば 、 進 歩 的 な 労 働 を し な く て も 、 こ れ ら の 図 面 に 基 づ い て 他 の 図  
面 を 取 得 す る こ と が で き 、 そ の う ち 、
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 同 軸 ス ピ ー カ ー を 示 す 斜 視 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 同 軸 ス ピ ー カ ー の 別 の 視 点 か ら の 斜 視 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ に 示 す 同 軸 ス ピ ー カ ー の 部 分 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ に 示 す 同 軸 ス ピ ー カ ー の 別 の 視 点 か ら の 部 分 分 解 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 １ に 示 す 同 軸 ス ピ ー カ ー の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 １ の Ａ ― Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 １ の Ｂ ― Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 技 術 案 を 明  
確 か つ 完 全 に 説 明 す る 。 明 ら か に 、 記 載 さ れ た 実 施 例 は 、 全 て の 実 施 例 で は な く 、 本 発 明  
の 一 部 の 実 施 例 に 過 ぎ な い 。 当 業 者 が 本 発 明 に お け る 実 施 例 に 基 づ い て 進 歩 的 な 労 働 を し  
な い 前 提 に 得 ら れ た 他 の 全 て の 他 の 実 施 例 は 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 に 含 ま れ る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ～ ７ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に は 、 同 軸 ス ピ ー カ ー １ ０ ０ が 提 供 さ れ 、 当 該 同 軸 ス ピ  
ー カ ー １ ０ ０ は 、 フ レ ー ム １ と 、 前 記 フ レ ー ム １ に 固 定 さ れ る 磁 気 回 路 シ ス テ ム ２ と 、 前  
記 フ レ ー ム １ の 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム ２ か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ る 第 １ 振 動 シ ス テ ム ３ と  
、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム ２ の 前 記 フ レ ー ム １ か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ る 第 ２ 振 動 シ ス テ ム  
４ と 、 第 １ 回 路 基 板 ５ と 、 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム ４ を 弾 性 的 に 支 持 す る 弾 性 ア セ ン ブ リ ６  
と 、 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム ４ を 固 定 す る 支 持 フ レ ー ム ７ と 、 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ ム ３ の 上  
方 を 覆 う よ う に 設 け ら れ た 蓋 体 ８ と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ ム ３ は 前 記 第 ２ 振 動 シ  
ス テ ム ４ と 同 軸 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 フ レ ー ム １ の 外 周 は 略 矩 形 で あ り 、 環 状 構 造 の ス チ ー ル リ ン グ で あ っ て も よ く 、 前  
記 フ レ ー ム １ は 、 上 面 １ １ と 、 前 記 上 面 １ １ に 対 向 し て 設 け ら れ る 下 面 １ ２ と 、 前 記 上 面  
１ １ と 下 面 １ ２ を 接 続 す る 内 面 １ ３ 、 外 面 １ ４ と 、 を 含 み 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム ２ は フ  
レ ー ム １ の 上 面 １ １ に 固 定 さ れ 、 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ ム ３ は フ レ ー ム １ の 下 面 １ ２ に 固 定  
さ れ 、 前 記 フ レ ー ム １ に は 、 そ の 内 面 １ ３ 、 外 面 １ ４ を 貫 通 す る リ ー ク 通 路 １ ５ が 設 け ら  
れ 、 前 記 リ ー ク 通 路 １ ５ は 前 記 フ レ ー ム の 上 面 １ １ と 下 面 １ ２ を 貫 通 し て い な く て も よ い  
し 、 上 面 と 下 面 の う ち の 少 な く と も 一 方 を 貫 通 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム ２ は 、 透 磁 板 ２ １ と 、 前 記 透 磁 板 ２ １ の 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ ム ３  
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に 近 い 側 に 設 け ら れ る 第 １ 磁 石 鋼 ２ ２ と 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 ２ ２ を 取 り 囲 ん で か つ 前 記 第 １  
磁 石 鋼 ２ ２ と 間 隔 を あ け て 設 置 さ れ る 第 ２ 磁 石 鋼 ２ ３ と 、 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 ２ ３ を 取 り 囲 ん  
で か つ 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 ２ ３ と 間 隔 を あ け て 設 置 さ れ る 第 ３ 磁 石 鋼 ２ ４ と 、 前 記 透 磁 板 ２ １  
の 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム ４ に 近 い 側 に 固 定 さ れ る 第 ４ 磁 石 鋼 ２ ５ と 、 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 ２ ３  
と 前 記 第 ３ 磁 石 鋼 ２ ４ を 搭 載 す る 磁 気 ボ ウ ル ２ ６ と 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 ２ ２ の 下 方 に 積 層 し  
て 設 け ら れ る 第 １ 磁 極 芯 ２ ７ と 、 前 記 第 ３ 磁 石 鋼 ２ ４ の 上 方 に 積 層 し て 設 け ら れ る 第 ２ 磁  
極 芯 ２ ８ と 、 を 含 む 。 前 記 第 １ 磁 石 鋼 ２ ２ と 第 ２ 磁 石 鋼 ２ ３ は 前 記 透 磁 板 ２ １ の 下 面 に 固  
定 さ れ て い る 。 前 記 磁 気 ボ ウ ル ２ ６ に は 、 貫 通 孔 ２ ６ １ が 設 け ら れ て お り 、 前 記 第 １ 磁 石  
鋼 ２ ２ 、 第 １ 磁 極 芯 ２ ７ と 、 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 ２ ３ 及 び 前 記 磁 気 ボ ウ ル ２ ６ に よ っ て 取 り 囲  
ん で 形 成 さ れ た 前 記 貫 通 孔 ２ ６ １ の 内 壁 と の 間 に 第 １ 磁 気 ギ ャ ッ プ ２ ９ １ が 形 成 さ れ て い  
る 。 前 記 第 ４ 磁 石 鋼 ２ ５ 、 透 磁 板 ２ １ 、 第 ２ 磁 石 鋼 ２ ３ が 順 次 積 層 し て 設 け ら れ る こ と で  
、 前 記 第 ３ 磁 石 鋼 ２ ４ 、 第 ２ 磁 極 芯 ２ ８ と の 間 に は 第 ２ 磁 気 ギ ャ ッ プ ２ ９ ２ が 形 成 さ れ る  
。 前 記 磁 気 ボ ウ ル ２ ６ と 前 記 第 ３ 磁 石 鋼 ２ ４ が 積 層 さ れ た 結 果 、 回 避 部 ２ ９ ３ が 設 け ら れ  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 透 磁 板 ２ １ 、 第 １ 磁 石 鋼 ２ ２ 、 第 ２ 磁 石 鋼 ２ ３ 、 第 ３ 磁 石 鋼 ２ ４ 、 第 ４ 磁 石 鋼 ２ ５  
、 磁 気 ボ ウ ル ２ ６ 、 第 １ 磁 極 芯 ２ ７ 及 び 第 ２ 磁 極 芯 ２ ８ は 同 軸 に 設 け ら れ 、 か つ 前 記 第 ２  
磁 石 鋼 ２ ３ 、 第 ３ 磁 石 鋼 ２ ４ 、 磁 気 ボ ウ ル ２ ６ 、 第 ２ 磁 極 芯 ２ ８ は 中 空 環 状 構 造 で あ る 。  
前 記 第 １ 磁 石 鋼 ２ ２ 、 第 ２ 磁 石 鋼 ２ ３ は 前 記 第 ４ 磁 石 鋼 ２ ５ の 下 方 に 正 対 し て 設 け ら れ 、  
前 記 第 １ 磁 石 鋼 ２ ２ 、 第 ２ 磁 石 鋼 ２ ３ 、 第 ３ 磁 石 鋼 ２ ４ 、 第 ４ 磁 石 鋼 ２ ５ は い ず れ も 前 記  
同 軸 ス ピ ー カ ー １ ０ ０ の 振 動 方 向 に 沿 っ て 着 磁 さ れ 、 か つ 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 ２ ２ 、 第 ３ 磁  
石 鋼 ２ ４ 、 第 ４ 磁 石 鋼 ２ ５ の 着 磁 方 向 は 同 じ で あ り 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 ２ ２ と 第 ２ 磁 石 鋼 ２  
３ と の 着 磁 方 向 は 逆 で あ る 。 前 記 磁 気 ボ ウ ル ２ ６ は 前 記 フ レ ー ム １ の 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ  
ム ３ か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ 、 前 記 第 ２ 磁 極 芯 ２ ８ は 前 記 支 持 フ レ ー ム ７ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ ム ３ は 、 第 １ 振 動 板 ３ １ と 、 前 記 第 １ 振 動 板 ３ １ を 振 動 さ せ て 音 を  
発 生 さ せ る よ う に 駆 動 す る 第 １ ボ イ ス コ イ ル ３ ２ と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル ３ ２  
は 少 な く と も 一 部 が 前 記 第 １ 磁 気 ギ ャ ッ プ ２ ９ １ 内 に 挿 設 さ れ 、 前 記 第 １ 振 動 板 ３ １ は 高  
音 を 発 生 さ せ る こ と に 用 い ら れ 、 そ の 音 発 生 方 向 は 振 動 方 向 に 沿 っ て 下 向 き で あ り 、 す な  
わ ち 同 軸 ス ピ ー カ ー １ ０ ０ の 裏 面 か ら 音 を 発 生 さ せ 、 ま た は 、 前 記 第 １ 振 動 板 ３ １ は 受 話  
器 の 音 発 生 に 用 い ら れ る こ と も で き る 。 前 記 第 １ 振 動 板 ３ １ は 、 一 体 構 造 で あ っ て も よ い  
し 、 別 体 構 造 で あ っ て も よ い 。 前 記 第 １ 振 動 板 ３ １ は 、 第 １ ド ー ム ３ １ １ と 、 前 記 第 １ ド  
ー ム ３ １ １ を 取 り 囲 む よ う に 設 け ら れ る 第 １ サ ラ ウ ン ド ３ １ ２ と 、 を 含 む 。 前 記 第 １ サ ラ  
ウ ン ド ３ １ ２ は 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム ２ か ら 離 れ る 方 向 に 沿 っ て 凹 み 、 前 記 第 １ ド ー ム ３ １  
１ に 貼 り 合 わ せ て 固 定 さ れ る 第 １ 接 続 端 ３ １ ２ １ と 、 前 記 蓋 体 ８ に 接 続 さ れ る 第 ２ 接 続 端  
３ １ ２ ２ と 、 を 含 む 。 前 記 リ ー ク 通 路 １ ５ は 、 外 部 と 、 前 記 第 １ 振 動 板 ３ １ と 前 記 磁 気 回  
路 シ ス テ ム ２ と に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 と を 連 通 し 、 す な わ ち 、 前 記 第 １ 振 動 板 ３ １ 、 フ レ  
ー ム １ 、 磁 気 ボ ウ ル ２ ６ 、 第 ２ 磁 石 鋼 ２ ３ 、 透 磁 板 ２ １ 、 第 １ 磁 石 鋼 ２ ２ 、 第 １ 磁 極 芯 ２  
７ に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 は 、 前 記 フ レ ー ム １ に お け る リ ー ク 通 路 １ ５ の み を 介 し て 外 部 と  
連 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム ４ は 、 第 ２ 振 動 板 ４ １ と 、 前 記 第 ２ 振 動 板 ４ １ を 振 動 さ せ て 音 を  
発 生 さ せ る よ う に 駆 動 す る 第 ２ ボ イ ス コ イ ル ４ ２ と 、 前 記 第 ２ 振 動 板 ４ １ に 接 続 さ れ る ボ  
イ ス コ イ ル ボ ビ ン ４ ３ と 、 を 含 み 、 前 記 第 ２ ボ イ ス コ イ ル ４ ２ は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記  
第 ２ 磁 気 ギ ャ ッ プ ２ ９ ２ 内 に 挿 設 さ れ て い る 。 第 １ 振 動 板 ３ １ が 高 音 の 発 生 に 用 い ら れ る  
場 合 、 前 記 第 ２ 振 動 板 ４ １ は 低 音 の 発 生 に 用 い ら れ 、 そ の 音 発 生 方 向 は 振 動 方 向 に 沿 っ て  
上 向 き で あ り 、 す な わ ち 同 軸 ス ピ ー カ ー １ ０ ０ の 正 面 か ら 音 を 発 生 さ せ 、 第 １ 振 動 板 ３ １  
が 受 話 器 の 音 発 生 に 用 い ら れ る 場 合 、 受 話 器 の 音 響 学 的 性 能 を 向 上 さ せ る よ う に 、 第 ２ 振  
動 板 ４ １ は 逆 位 相 消 音 デ バ イ ス と し て 用 い ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 前 記 第 ２ 振 動 板 ４ １ は 一 体 構 造 で あ っ て も よ い し 、 別 体 構 造 で あ っ て も よ い 。 前 記 第 ２  
振 動 板 ４ １ は 、 第 ２ ド ー ム ４ １ １ と 、 前 記 第 ２ ド ー ム ４ １ １ を 取 り 囲 む 第 ２ サ ラ ウ ン ド ４  
１ ２ と 、 前 記 第 ２ サ ラ ウ ン ド ４ １ ２ を 取 り 囲 ん で か つ 前 記 第 ２ サ ラ ウ ン ド ４ １ ２ と 間 隔 を  
あ け て 設 置 さ れ る 第 ３ サ ラ ウ ン ド ４ １ ３ と 、 前 記 第 ２ サ ラ ウ ン ド ４ １ ２ と 前 記 第 ３ サ ラ ウ  
ン ド ４ １ ３ と の 間 に 設 け ら れ る 第 ３ ド ー ム ４ １ ４ と 、 を 含 み 、 前 記 第 ２ ド ー ム ４ １ １ は 前  
記 第 ４ 磁 石 鋼 ２ ５ に 貼 り 合 わ せ て 固 定 さ れ 、 前 記 第 ２ サ ラ ウ ン ド ４ １ ２ は 磁 気 回 路 シ ス テ  
ム ２ か ら 離 れ る 方 向 に 突 出 し て お り 、 前 記 第 ３ サ ラ ウ ン ド ４ １ ３ は 磁 気 回 路 シ ス テ ム ２ に  
近 い 方 向 へ 凹 ん で い る 。 本 実 施 例 で は 、 前 記 第 ３ ド ー ム ４ １ ４ は 、 一 対 の シ ー ト 状 構 造 で  
あ り 、 同 軸 ス ピ ー カ ー １ ０ ０ の 短 軸 方 向 に お い て 第 ２ サ ラ ウ ン ド ４ １ ２ と 第 ３ サ ラ ウ ン ド  
４ １ ３ の 間 に 設 け ら れ て い る 。 前 記 第 ３ サ ラ ウ ン ド ４ １ ３ は 第 ３ 接 続 端 ４ １ ３ １ を 含 み 、  
前 記 第 ３ 接 続 端 ４ １ ３ １ は 、 前 記 支 持 フ レ ー ム ７ の 上 面 に 固 定 さ れ 、 さ ら に 延 び て 前 記 支  
持 フ レ ー ム ７ の 外 側 面 の 一 部 を 覆 い 、 前 記 支 持 フ レ ー ム ７ は 環 状 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ２ ボ イ ス コ イ ル ４ ２ に 十 分 な 振 動 空 間 を 提 供 す る た め に 、 前 記 磁 気 ボ ウ ル ２ ６ の 前 記  
第 ２ ボ イ ス コ イ ル ４ ２ に 対 応 す る 箇 所 に 回 避 凹 み 部 ２ ６ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ 回 路 基 板 ５ は 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル ３ ２ に 電 力 を 供 給 し 、 前 記 第 １ 回 路 基 板 ５ は 、  
前 記 第 １ 振 動 板 ３ １ と 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル ３ ２ と の 間 に 挟 持 さ れ た 第 １ 固 定 部 ５ １ と 、  
前 記 第 １ 振 動 板 ３ １ と 前 記 フ レ ー ム １ と の 間 に 挟 持 さ れ た 第 ２ 固 定 部 ５ ２ と 、 前 記 第 １ 固  
定 部 ５ １ と 前 記 第 ２ 固 定 部 ５ ２ と を 接 続 す る 弾 性 的 な 第 １ 接 続 部 ５ ３ と 、 前 記 第 ２ 固 定 部  
５ ２ か ら 前 記 第 ２ 磁 極 芯 ２ ８ ま で 折 り 曲 が っ て 延 び る 溶 接 部 ５ ４ と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ 固  
定 部 ５ １ は ２ つ が あ り 、 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル ３ ２ の 両 側 に そ れ ぞ れ １ つ ず つ 前 記 第 １ 固  
定 部 ５ １ が 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 回 路 基 板 ５ は ２ つ の 前 記 第 １ 固 定 部 ５ １ を 接 続 す る 第 ２ 接  
続 部 ５ ５ を さ ら に 含 む 。 前 記 第 １ 回 路 基 板 の 第 １ 固 定 部 ５ １ 、 第 ２ 固 定 部 ５ ２ 、 第 １ 接 続  
部 ５ ３ 、 第 ２ 接 続 部 ５ ５ は い ず れ も 平 板 状 構 造 で あ る 。 前 記 第 １ サ ラ ウ ン ド ３ １ ２ の 第 ２  
接 続 端 ３ １ ２ ２ は 前 記 第 １ 回 路 基 板 ５ の 第 ２ 固 定 部 ５ ２ に 接 続 さ れ る 。 前 記 磁 気 ボ ウ ル ２  
６ 、 前 記 第 ３ 磁 石 鋼 ２ ４ に お け る 回 避 部 ２ ９ ３ は 前 記 溶 接 部 ５ ４ を 回 避 す る た め に 用 い ら  
れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 弾 性 ア セ ン ブ リ ６ は ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン ４ ３ と 支 持 フ レ ー ム ７ を 接 続 し 、 前 記 弾 性  
ア セ ン ブ リ ６ は 、 第 ２ 回 路 基 板 ６ １ と 、 前 記 第 ２ 回 路 基 板 ６ １ に 接 続 さ れ る 支 持 振 動 板 ６  
２ と 、 を 含 み 、 前 記 第 ２ 回 路 基 板 ６ １ は 、 前 記 第 ２ ボ イ ス コ イ ル ４ ２ に 電 力 を 供 給 す る よ  
う に 、 前 記 第 ２ ボ イ ス コ イ ル ４ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 具 体 的 に は 、 前 記 同 軸 ス ピ  
ー カ ー １ ０ ０ は 前 記 第 ２ 回 路 基 板 ６ １ に 接 続 さ れ る 端 子 ９ を 含 み 、 前 記 第 ２ ボ イ ス コ イ ル  
４ ２ は 前 記 端 子 ９ を 介 し て 前 記 第 ２ 回 路 基 板 ６ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 本 実 施 例 で  
は 、 弾 性 ア セ ン ブ リ ６ は 、 そ の 数 が ２ つ で あ り 、 か つ 同 軸 ス ピ ー カ ー １ ０ ０ の 短 軸 方 向 に  
設 け ら れ 、 他 の 実 施 形 態 で は 状 況 に 応 じ て 決 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン ４ ３ は 、 前 記 第 ３ ド ー ム ４ １ ４ と 貼 り 合 わ せ る ボ ビ ン 平 板 部 ４  
３ １ と 、 前 記 ボ ビ ン 平 板 部 ４ ３ １ の 一 端 か ら 前 記 第 ２ ボ イ ス コ イ ル ４ ２ へ 折 り 曲 が っ て 延  
び 、 か つ 前 記 第 ２ ボ イ ス コ イ ル ４ ２ に 接 続 さ れ る 第 １ 延 出 部 ４ ３ ２ と 、 前 記 ボ ビ ン 平 板 部  
４ ３ １ の 他 端 か ら 前 記 弾 性 ア セ ン ブ リ ６ へ 折 り 曲 が っ て 延 び 、 か つ 前 記 弾 性 ア セ ン ブ リ ６  
に 接 続 さ れ る 第 ２ 延 出 部 ４ ３ ３ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 蓋 体 ８ に は 、 前 記 第 １ 振 動 板 ３ １ に よ っ て 発 生 し た 音 を 出 す た め の 貫 通 孔 ８ １ が 設  
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 従 来 技 術 と 比 べ て 、 本 発 明 に 係 る 同 軸 ス ピ ー カ ー は 、 フ レ ー ム と 、 前 記 フ レ ー ム に 固 定  
さ れ る 磁 気 回 路 シ ス テ ム と 、 前 記 フ レ ー ム の 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ  
れ る 第 １ 振 動 シ ス テ ム と 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム の 前 記 フ レ ー ム か ら 離 れ る 側 に 固 定 さ れ  
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る 第 ２ 振 動 シ ス テ ム と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ ム は 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム と 同 軸 に  
設 け ら れ 、 前 記 第 １ 振 動 シ ス テ ム は 、 第 １ 振 動 板 と 、 前 記 第 １ 振 動 板 を 振 動 さ せ て 音 を 発  
生 さ せ る よ う に 駆 動 す る 第 １ ボ イ ス コ イ ル と 、 を 含 み 、 前 記 第 ２ 振 動 シ ス テ ム は 、 第 ２ 振  
動 板 と 、 前 記 第 ２ 振 動 板 を 振 動 さ せ て 音 を 発 生 さ せ る よ う に 駆 動 す る 第 ２ ボ イ ス コ イ ル と  
、 を 含 み 、 前 記 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 透 磁 板 と 、 前 記 透 磁 板 の 前 記 第 １ 振 動 板 に 近 い 側 に  
固 定 さ れ る 第 １ 磁 石 鋼 と 、 前 記 第 １ 磁 石 鋼 を 取 り 囲 ん で か つ 第 １ 磁 石 鋼 と 間 隔 を あ け て 設  
置 さ れ る こ と で 第 １ 磁 気 ギ ャ ッ プ を 形 成 す る 第 ２ 磁 石 鋼 と 、 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 を 取 り 囲 ん で  
か つ 前 記 第 ２ 磁 石 鋼 と 間 隔 を あ け て 設 置 さ れ る 第 ３ 磁 石 鋼 と 、 前 記 透 磁 板 の 前 記 第 ２ 振 動  
板 に 近 い 側 に 固 定 さ れ る 第 ４ 磁 石 鋼 と 、 を 含 み 、 前 記 第 ４ 磁 石 鋼 、 透 磁 板 、 第 ２ 磁 石 鋼 が  
順 次 積 層 し て 設 け ら れ る こ と で 、 前 記 第 ３ 磁 石 鋼 と の 間 に は 第 ２ 磁 気 ギ ャ ッ プ が 形 成 さ れ  
、 前 記 第 １ ボ イ ス コ イ ル の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 １ 磁 気 ギ ャ ッ プ 内 に 挿 設 さ れ 、 前 記  
第 ２ ボ イ ス コ イ ル の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 ２ 磁 気 ギ ャ ッ プ 内 に 挿 設 さ れ て い る 。 本 発  
明 に 係 る 同 軸 ス ピ ー カ ー は 、 そ の 一 端 に 環 状 低 音 振 動 シ ス テ ム を 設 置 す る こ と に よ っ て 、  
低 音 の 音 響 効 果 を 提 供 し 、 他 端 に 高 音 振 動 シ ス テ ム を 設 置 す る こ と に よ っ て 、 高 音 の 音 響  
効 果 を 提 供 し 、 低 音 が 正 面 か ら 発 生 し 、 高 音 が 裏 面 か ら 発 生 し 、 低 音 と 高 音 は 同 軸 全 帯 域  
ス ピ ー カ ー を 形 成 し 、 高 品 質 な 音 響 効 果 を 提 供 し 、 ２ つ の ボ イ ス コ イ ル は 共 通 の 磁 気 回 路  
シ ス テ ム を 使 用 し 、 コ ス ト を さ ら に 削 減 し 、 音 響 学 的 性 能 を 向 上 さ せ 、 か つ 、 同 軸 ス ピ ー  
カ ー 全 体 の 高 さ を 低 く す る 。 本 発 明 に 係 る 同 軸 ス ピ ー カ ー の 高 音 振 動 シ ス テ ム は 受 話 器 と  
し て も 機 能 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 受 話 器 の 音 響 学 的 性 能 を 向 上 さ せ る た め に 、 低 音  
部 分 は 逆 位 相 消 音 デ バ イ ス と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 過 ぎ な い 。 当 業 者 に と っ て 、 本 発 明 の 創 造 思 想 か ら 逸 脱 す  
る こ と な く 、 改 良 を 行 う こ と も で き る が 、 こ れ ら の 改 良 は い ず れ も 本 発 明 の 保 護 範 囲 に 含  
ま れ る と こ こ で 指 摘 す べ き で あ る 。
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【 要 約 】
【 課 題 】 本 発 明 に は 、 同 軸 ス ピ ー カ ー が 提 供 さ れ る 。
【 解 決 手 段 】 当 該 同 軸 ス ピ ー カ ー は 、 フ レ ー ム と 、 フ レ ー ム に 固 定 さ れ る 磁 気 回 路 シ ス テ  
ム と 、 第 １ 振 動 シ ス テ ム と 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム に 固 定 さ れ る 第 ２ 振 動 シ ス テ ム と 、 を 含 み  
、 第 １ 振 動 シ ス テ ム は 第 ２ 振 動 シ ス テ ム と 同 軸 に 設 け ら れ 、 第 １ 振 動 シ ス テ ム は 、 第 １ 振  
動 板 と 第 １ ボ イ ス コ イ ル と を 含 み 、 第 ２ 振 動 シ ス テ ム は 、 第 ２ 振 動 板 と 第 ２ ボ イ ス コ イ ル  
と を 含 み 、 磁 気 回 路 シ ス テ ム は 、 透 磁 板 と 、 透 磁 板 に 固 定 さ れ る 第 １ 磁 石 鋼 と 、 第 １ 磁 石  
鋼 を 取 り 囲 ん で か つ 第 １ 磁 石 鋼 と 第 １ 磁 気 ギ ャ ッ プ を 形 成 す る 第 ２ 磁 石 鋼 と 、 第 ２ 磁 石 鋼  
を 取 り 囲 ん で か つ 第 ２ 磁 石 鋼 と 間 隔 を あ け て 設 置 さ れ る 第 ３ 磁 石 鋼 と 、 透 磁 板 の 第 ２ 振 動  
板 に 近 い 側 に 固 定 さ れ る 第 ４ 磁 石 鋼 と 、 を 含 み 、 第 ４ 磁 石 鋼 、 透 磁 板 、 第 ２ 磁 石 鋼 と 第 ３  
磁 石 鋼 と の 間 に は 第 ２ 磁 気 ギ ャ ッ プ が 形 成 さ れ 、 第 １ ボ イ ス コ イ ル の 少 な く と も 一 部 は 第  
１ 磁 気 ギ ャ ッ プ 内 に 挿 設 さ れ 、 第 ２ ボ イ ス コ イ ル の 少 な く と も 一 部 は 第 ２ 磁 気 ギ ャ ッ プ 内  
に 挿 設 さ れ る 。 当 該 同 軸 ス ピ ー カ ー は 、 そ の 正 面 と 裏 面 の 音 発 生 に 共 通 の 磁 気 回 路 シ ス テ  
ム が 用 い ら れ 、 同 軸 全 帯 域 ス ピ ー カ ー を 形 成 で き る と 共 に 、 受 話 器 の 機 能 も 兼 ね 備 え る 。
【 選 択 図 】 図 ７
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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